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あらまし：本研究では，小学生を対象とした遠隔学習支援に教員志望の学生が参加することで，学生の教

育観・教職観がどのような認識になるかについて明らかにすることを目的とする．結果，教職観について，

協働学習に関する項目が向上したり，児童の学習意欲が高まったと認識したりすることが分かった． 
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1. はじめに 
文部科学省は教員養成段階において，学生の教育

観・教職観の理解を高めることを求めている(1)．学

生の教育観・教職観を高める方法の一つとして，放

課後学習として遠隔による学習支援に，学生が参与

する方法がある(2)． 

山崎ら（2018）の実践では，中学生を対象とした

遠隔学習支援において，学生１名に対して１，２名

の生徒によるテレビ会議であったが（2），本研究では

小学生を対象とした遠隔学習支援を行う．そして，

これに参加する学生の教育観・教職観が，遠隔学習

支援後にどのような認識になるかについて明らかに

することを目的とする． 
 

2. 概要 
2.1 調査対象 
本研究に参加したのは教育学部生８名と大学院生

１名の計９名であった． 
2.2 対象とした児童 

自治体Ｘの小学校６年生 18 名が対象となった．こ

れらの児童は，経済的支援と学習支援をする児童で

あり，保護者の本人の同意の元，自治体Ｘと大学の

支援を受けて放課後に集まった者であった．学習支

援は 2019 年 5 月 22 日～7 月 17 日の毎週木曜日，16
時～17 時 30 分，全９回（１回 90 分）実施した． 
2.3 遠隔学習支援について 

遠隔学習支援に参加した大学生は，児童の要求に

合わせて，毎回，教科や単元を変えながら目標を設

定した．そして，現地の支援者と共通の問題を準備

し，担当する児童と画面を介してやり取りを行った．

2.4 使用したテレビ会議システム 
児童は一人一台のタブレット端末環境のもと，テ

レビ会議システム ZOOM Cloud Meetings を使用した． 
 
3. 遠隔学習支援の流れ 
表１は，遠隔学習支援の流れを示した表である． 

表１ 学習支援の流れ 

 
第１に，学生はインターネットを介して１対１，１

対２で児童と通信した．学生は児童に近況を報告さ

せた後，児童の日常生活や学習状況を把握した． 
第２に，学生は本日の学習活動を児童と一緒に計

画し，この内容をワークシートに記入させた．その

後，学生は個々の児童が設定した目標に合わせて事

前に準備された問題を児童に提供し，取り組ませた．

学生は児童の実態に応じて，タブレットを活用した

調べ学習を促した．そして，学生は児童がつまずい

た部分を，対話や画面に映し出された児童の記述内

容から把握し，これについて指導助言した． 
第３に，学生は，今回学んだことや次回の目標設

定について児童に確認する振り返りを行った． 
最後に，遠隔学習支援が終わった後，学生は現地

の支援員とテレビ会議で反省会を行った．具体的に

は，インターネットを介した画面越しでは把握でき

なかった児童の実態を確認したり，各々の児童が掲

げた目標を共有したりした． 
 

4. 分析 
第８回目の学習支援後に，学生の教育観と教職観

に関するアンケート調査を実施した．アンケート項

目は児童の学習意欲に関する内容など，教育観に関

する項目を 11 項目，および「教職観」に関する内容

の 24 項目(3)の全 35 項目（５件法）で構成した．各

項目の回答結果について肯定，否定の傾向を分析す

るために，母平均を中央値（３）とする t 検定（対

応なし）を行った． 

 時間 学習活動 

1 5 分～10分 挨拶，本日の目標設定 

2 70 分～80 分 タブレット端末による遠隔学習支援 

3 5 分～15分 
振り返り，次回の学習内容の確認 

児童解散 

4 20 分～30 分 
現地支援員と遠隔学習支援を行った学

生との反省会 
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表２ アンケートの回答結果(有意差が認められたもののみ抜粋)

 
5. 結果と考察 
5.1アンケート結果 

表２はアンケートの回答結果を示した表である. 
以下，詳細を示す． 
5.2 学生から見た児童の学習意欲 

有意差が認められた項目のうち，平均値が中央値（３）

を超えた肯定的な回答と判断された項目は，項目４

（t (9) = 10.00, p < .001, r = .96, M = 4.67，項目５（t 
(9) = 4.44, p < .01, r = .84, M = 3.89）など６項目であ

った．結果，遠隔学習支援で児童が「勉強が分かっ

た」という場面を学生は認識するなど，山崎ら（2018）
の研究を支持した結果となった． 
5.3学生の教職観 

項目 18．（t (9) = 5.16, p < .05, r = .75, M = 4.11），項

目 19（t (9) = 8.85, p < .001, r = .95, M = 4.56）などに

おいて有意に平均値が高く，肯定的な認識であった．

自由記述に着目すると，「タブレットを使うとどうし

てもズレが生じてしまうので，そのズレをなくすた

めには両場所で話し合いを重ねることが重要だと学

べた（８件中１件，12.5%）」の意見があった．教職

観において，支援者は支援者同士での協力による課

題解決を遠隔支援から期待できることが分かった． 
また，項目 12（t (9) = 8.22, p < .001, r = .95, M = 

4.44，項目 20（t (9) = 4.26, p < .01, r = .83, M = 4.11，
項目 23.（t (9) = 3.46, p < .01, r = .77, M = 4.00）の子

ども理解力に関する３項目において有意に平均値が

高く，肯定的な認識であった．自由記述に着目する

と，「どのように計画を立てていくかを一緒に考えて

いくことが必要（８件中３件，37.5%）」，「性格を考

慮すること，様子をうかがうことが必要（８件中２

件，25.0%）」などの回答が得られた．これらのこと

から，遠隔学習支援にかかわることで，上記に関す 

 
る学生の子ども理解を深めることが期待できる． 
 
6. まとめ 
本研究では，小学生を対象とした遠隔学習支援に

教員志望の学生が参加することで，学生の教育観・

教職観に変化が認められた項目を明らかにした．結

果，教職観について協働学習に関する項目が向上し

た．さらに，学生は児童の学習意欲が高まったと認

識することが分かった．また学生は，協働学習によ

る課題解決や，経済的支援を有する子どもとの交流

を通して，子ども理解力を高めることができること

も分かった． 
今後の課題として，学生の教科指導力を高めるた

めの学習支援をデザインしたり，児童と学生の学習

支援の過程を録画して，両者のやり取りを質的に分

析したりすることが挙げられる． 
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